
法務省行政事業レビュー外部有識者会合（第３回）

＜議事次第＞
１ 開会

２ 議事
外部有識者による点検について（※）

３ 閉会

（※）外部有識者点検対象事業について，外部有識者から事業所管部局に対して事業
の改善点等の指摘がなされた。なお，外部有識者からのコメントは別紙のとおり。

＜議事概要＞
１ 日時
平成２９年６月３０日（金） 午後１時～同３時３０分

２ 場所
法務省会計課会議室（１７階）

３ 出席者
(1) 法務省外部有識者（敬称略，五十音順）
・ 井上 東（公認会計士）
・ 瀬戸 洋一（産業技術大学院大学教授）
・ 中村 美華（（株)セブン＆アイ・ホールディングス法務部法務シニアオフィサー）

(2) 法務省
・ 事業所管部局，大臣官房会計課

４ 概要
別添資料のとおり。



別紙 

事業 

番号 
事 業 名 外部有識者の所見 

0004 

日本司法支援セ

ンターの運営（国

選弁護人確保業

務委託を除く） 

・アウトカムについて，目標値をコールセンターでの応答率 90％以

上を維持するとしているが，目標を達成しているのであれば，サ

ービスの向上のため，より高い目標設定とすべきである。 

0005 
国選弁護人確保

業務委託 

・必要な事業であり，必要な経費であると認められる。 

・アウトカムについて，弁護士の契約人数を前年度以上に確保する

としているが，契約人数を増やすと経費が増えるような誤解を生

じてしまうことから，より分かりやすい記載内容とするべきであ

る。 

0013 
検察庁における

司法修習の実施 

・コスト的な点は問題ない。引き続き経費節減に努められたい。 

・アウトカムについて，新聞報道等によると司法修習生の能力低下

等が問題となっており，国民の期待もあることから，フィードバ

ック等による業務の改善を目指し，カリキュラムの充実度，アン

ケートによる満足度の向上など，最高裁判所とも調整して定量的

な目標設定を検討されたい。 

0016 
受刑者就労支援

体制等の充実 

・事業全体として特段問題はない。引き続き適正な予算の執行等に

努められたい。 

0019 
地域生活定着支

援の推進 

・アウトカムについて，高齢受刑者や障がいを有する受刑者等が，

出所後，福祉サービスを受けられるようにした件数など，定量的

な目標設定を検討されたい。 

0023 
刑事施設の民間

委託運営 

・アウトカムについて，事業が効率的に行われているかどうかは，

働き方改革の影響もあり，職員の年次休暇取得日数が増えたとい

うだけでは図りかねる。国が行う（仮想的に職員を増員した場合）

よりも，民間に委託した方がコスト的に安価であるということを

示せるような成果指標についても検討されたい。 

0026 
就労支援事業へ

の補助 

・アウトカムについて，「平成 26年度の対前年度実績の改善ポイン

トを平成 32 年度まで継続する数値を目標値として設定」とある

が，表現が分かりづらいため記載内容を工夫されたい。 

0028 
犯罪予防活動の

促進 

・アウトプットについて，当初見込みと活動実績の乖離が生じた場

合，要因分析を行った上で，活動見込の立て方を工夫されたい。 



事業 

番号 
事 業 名 外部有識者の所見 

0041 
地図情報システ

ムの維持管理 

・システムのリプレイスにより，透明性のあるコスト削減ができて

いると認められる。 

・支出先上位 10者リストで１者応札となっているものについて，

落札率が 99.8％以上と高いことから，１者応札の解消に取り組む

など，契約額が高止まりすることがないよう努められたい。 

0043 

登記情報提供シ

ステムの維持管

理 

・平成 22 年度に実施された事業仕分けの取りまとめコメントにあ

る民事法務協会を指定法人とすることの是非について，対応状況

の概要を記載されたい。 

・支出先上位 10 者リストで１者応札となっているものについて，

１者応札の解消に引き続き努められたい。  

0044 
債権・動産譲渡登

記事務の運営 

・アウトカムの「登記事項証明書の交付件数」や「登記手続のオン

ライン利用率」について，債権譲渡登記と動産譲渡登記の成果指

標を可能な限りそれぞれ分けて記載されたい。 

・支出先上位 10 者リストで１者応札となっているものについて，

１者応札の解消に引き続き努められたい。 

0058 

市場化テスト（民

間競争入札）導入

に伴う民間業務

委託 

・委託業務については，近年，取扱件数も増加していることから，

より質の高い公共サービスの提供に向けて，不断の見直しを実

施されたい。 

0063 

第 14 回国際連合

犯罪防止刑事司

法会議の 2020 年

日本開催 

・日本のプレゼンス向上のためには重要な事業であると認められ

る。 

・コスト削減というよりも，効果が出る取組を実施すべきであり，

法務省で Web を立ち上げるなど，日本国民及び世界に情報を発信

し，メディアに取り上げられるような取組を検討されたい。 

0065 

国際連合薬物犯

罪事務所（UNODC）

拠出金 

・拠出金に対して，成果の適切な把握に努められたい。 

0068 
収容施設の整備

充実 

・アウトカムについて，予算事情は理解できるが，直近に施設の取

壊しが決まっているもの等を除いて，予算があれば達成可能であ

り，かつ，他にネックとなる事情がないのであれば，いずれの事

業も目標値を 100％とできないか検討されたい。 

・支出先上位 10 者リストで１者応札となっているものについて，

１者応札の解消に引き続き努められたい。 

0069 
官署施設の整備

充実 
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